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今
回
の
行
幸
に
営
り
一
布
衣
た
る
野
生
が
、
祉
會
教
育
功

努
者
ご
い
ふ
廉
セ
以
て
、
特
に
邦
謁
の
光
榮
に
洛
し
た
る

は
、
望
外
の
幸
で
、
唯
々
恐
憚
措
（
能
は
ぬ
所
で
あ
る
。

挫
上
陛
下
昨
秋
奮
都
に
即
位
の
大
典
を
學
げ
さ
せ
ら
れ
、
行

在
敷
旬
｀
吾
が
大
阪
則
ち
指
顧
の
隣
都
た
る
故
を
以
て
市
民

は
皆
忠
ぷ
厳
極
b
な
き
紺
箭
を
奉
秤
し
、
今
酋
印
象
深
き
も
の

が
あ
る
。
さ
れ
ば
、
本
年
若
し
行
幸
仰
せ
出
さ
れ
ん
か
、
奮
都

を
距
る
程
遠
き
東
北
の
地
か
或
は
西
南
遥
か
な
る
皇
土
な
る

べ
き
を
期
待
し
て
居
つ
た
り
然
る
に
登
繭
ら
ん
や
重
ね
て
闊

西
の
地
、
面
も
大
阪
府
に
罪
を
駐
め
さ
せ
給
は
ん
y
J

は
、
天

恩
優
握
。
あ
ヽ
こ
れ
果
し
て
何
の
末
由
す
る
所
あ
り
や
、
唯

々
大
御
心
を
邦
し
奉
り
．
其
の
寵
光
の
厚
き
に
戚
泣
す
る
の

外
は
な
い
0

謹
ん
で
按
す
る
に
今
回
の
行
幸
に
は
、
頗
る
意

義
深
き
も
の
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
ね
0

往
昔
大
営
祭
UJ
行
は
せ

ら
る
ヽ
や
、
其
翌
年
に
は
必
す
浪
迷
の
地
に
於
て
畜
八
十
島

〇

賄

仰

微

言
田

中

吉

太

郎

編
者
云
、
今
年
初
夏
今
上
陛
下
大
阪
行
幸
に
際
・
し
て
、
木
會
々
且
中
拝
謁
の

光
榮
に
浴
・
し
た
事
な
喜
ぷ
の
餘
り
、
各
々
一
篤
の
所
感
な
寄
P
ら
れ

tか
、
紙

敷
の
都
合
で
左
の
四
君
の
し
の
だ
け
な
牧
め
る
、
る
に
し
た
、
原
諒
な
乞
ふ
C

入
1

祭
ご
い
ふ
神
事
が
學
げ
さ
せ
ら
る
~
を
恒
例
マJ
し
た
、
蓋
し

即
位
の
大
典
は
天
神
を
奉
祀
す
る
祭
事
に
屈
す
る
か
ら
八
十

島
祭
に
よ
り
て
國
士
生
成
の
地
祗
を
祭
り
奉
ら
ん
マ
J

す
る
大

儀
に
よ
り
し
も
の
マ
J

田
心
は
る
、
文
献
に
徴
す
る
に
、
八
十
島

祭
は
文
徳
天
皇
の
嘉
鮮
一
1

一
年
か
ら
四
條
天
皇
の
御
代
に
至
る

前
後
四
百
年
間
で
あ
る
が
、
こ
の
祭
の
濫
態
に
至
り
て
は
、

逸
ん
岬
代
に
起
源
せ
る
事
は
確
か
で
あ
る
0

其
祭
典
の
主
旨

は
、
吾
が
大
和
民
族
の
理
想
を
表
現
し
た
る
も
の
こ
言
ひ
得

る
の
で
あ
る
、
た
ヽ
其
の
末
期
に
至

b
て
は
佛
数
の
風
俗
が

混
入
し
て
、
営
初
の
精
神
を
没
却
し
た
る
跡
で
も
あ
る
が
、
八

十
島
祭
の
祭
事
は
精
紳
的
に
も
ま
た
賓
質
的
に
も
、
豊
旗
原

瑞
穂
な
る
邦
士
の
天
悪
セ
崇
敬
し
た
る
も
の
で
、
往
背
の
浪

速
群
島
は
其
の
縮
闘
で
祭
事
の
到
象

Jゞ

し
た
。

今
よ
り
千
敷
百
年
前
，
現
大
阪
城
頭
の
高
豪
あ
た
り
か
ら
、

西
北
よ
り
西
南
方
面
の
海
洋
に
貼
々
羅
列
せ
る
諸
島
嶼
を
鳥

廠
し
、
こ
れ
を
大
入
島
に
鎮

b
ま
す
る
諸
の
地
祗
ご
仰
ぎ
本

b
て
｀
高
く
祭
埴
ヤ
J

股
け
紳
事
セ
厳
修
し
た
る
光
娯
の
雄
大

さ
こ
崇
高
さ
は
、
今
よ

b
想
像
だ
に
出
末
む
程
で
あ
っ
た
で

あ
ら
う
3̂

こ
の
閾
土
生
成
の
紳
徳
を
崇
め
奉
る
意
義
を
，
最

も
朋
腺
な
ら
し
む
る
為
に
、
大
古
よ
り
二
柱
の
神
格
に
大
別



さ
れ
て
居
る
°
即

t
生
島
祭
ざ
足
島
祭
ざ
謡
す
る
＊
稗
で
あ

る
、
生
島
こ
は
生
魂
洲
、
足
島
こ
は
足
魂
洲
の
事
で
、
之
れ

を
現
代
的
に
繹
す
る
こ
、
人
間
繁
榮
の
主
肺
ご
生
産
豊
饒
の

主
神
ご
で
あ
る
、
更
に
之
れ
を
要
約
す
る
マ
J

、
民
族
繁
榮
マ
J

國
産
豊
富
ご
を
祈
願
す
る
祭
儀
で
あ
る
、
皇
胤
皇
宗
の
背
よ

b
、
偲
統
し
た
る
高
遠
芙
妙
の
理
想
マ
J

し
て
、
民
力
の
涵
養

ご
財
政
の
充
賓
マ
J

を
闘
b‘

國
民
の
和
平
ご
其
の
一
鵬
祉
ご
を

祈
願
さ
せ
ら
れ
た
る
大
古
の
行
事
は
、
文
化
の
今
日
に
於
て

も
、
数
化
の
為
め
心
あ
る
も
の
~
憧
憬
こ
ー
て
や
ま
ぬ
所
で

あ
る
。
明
治
、
大
正
昭
和
の
理
代
は
建
國
の
精
神
に
基
き
、

國
粋
保
存
、
古
典
復
興
の
期
で
あ
る
0

希
く
ぱ
大
典
已
修
の

翌
年
な
る
此
の
機
會
に
於
て
＂
八
十
島
祭
の
後
活
に
よ
り
て

大
古
の
醇
朴
を
宜
べ
、
思
想
浄
化
に
努
め
ん
マ
J

す
る
事
は
何

人
も
切
望
し
て
已
ま
ざ
る
虞
で
あ
ら
う
。

畏
く
も
今
回
行
府
の
湮
旨
を
按
す
る
に
、
第
一
は
青
年
を
親

閲
せ
ら
る
ヽ
事
こ
、
第
二
は
産
業
を
奨
軸
せ
ら
る
A
事
y
J

で

あ
る
0

陛
下
登
極
に
先
ち
介
旨
を
賜
ひ
、
國
蓮
進
展
の
基

礎
を
青
年
に
置
か
せ
ら
れ
、
青
年
は
則
ち
國
民
の
精
粋
で
、

國
家
の
生
命
で
あ
る
旨
を
訓
示
し
給
ふ
た
、
今
其
の
青
年
の

代
表
＋
萬
を
青
雲
た
な
び
く
城
東
の
野
に
親
閲
せ
ら
れ
、
奉

今
上
陛
下
闊
西
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
て
、
私
は
一
層
緊
張
味

0
所

感阪
田

廣

吉

公
の
大
義
を
喚
起
し
給
ひ
た
る
は
、
全
く
牛
島
祭
の
古
精
牌

に
合
致
せ
る
も
の
に
て
、
侍
従
を
各
稲
産
業
施
設
に
派
遣
せ

ら
れ
し
は
、
全
く
足
島
祭
の
軸
事
ご
何
等
軒
軽
な
き
事
を
看

取
す
る
事
が
出
末
る
。
口
〈
、
祭
政
時
代
マ
J

法
治
時
代
ご
其
の

形
式
を
異
に
せ
る
に
過
ぎ
ぬ
。

陛
下
瞭
泄
の
大
業
を
建
て
さ
せ
ら
る
ヽ
に
、
皇
宗
の
成
烈
を

不
瓦
を
せ
ら
れ
、
普
＜
紳
霙
の
降
察
に
封
へ
さ
せ
ら
る
A

勅

放
歴
々
た
る
も
の
が
あ
る
°
陛
下
は
常
住
不
断
國
利
民
禰
OJ

た
め
、
紳
に
祈
願
し
た
ま
ふ
も
の
に
し
て
敬
紳
咋
凧
の
理
慮

源
然
た
る
詢
に
恐
憬
に
堪
へ
ぬ
所
で
あ
る
，
我
等
は
今
阿
の

行
幸
を
脇
仰
し
、
其
の
精
神
に
於
て
入
十
島
祭
の
復
興
で
あ

る
i
云
ふ
事
を
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
，
而
し
て
吾
が
大
阪

市
は
、
民
力
に
於
て
も
産
業
に
於
て
も
、
賓
に
全
國
の
中
樅

で
あ
る
所
以
を
自
覺
し
、
市
民
の
牌
末
の
負
荷
の
重
大
な
る

威
奮
輿
起
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
高
唱
し
．
蔑
ん
で
郡
慮

の
高
大
無
邊
な
る
に
戚
激
す
る
次
第
で
あ
る
3

入




